
○災害時情報共有システムについて（概要） 

 

（災害時情報共有システム） 

 災害時における介護施設等の被害状況を国・自治体が迅速に把握・共有し、適切な支援につなげるため、

介護サービス情報公表システムに災害時情報共有機能を追加し、令和３年度から運用開始されました。 

 災害発生時又は台風など災害発生の警戒を要する状況となった場合、厚生労働省が、介護施設等の被害

情報の報告先となる「災害情報」を登録します。（例：令和○年 台風○号 等） 

 その後、国・県・市町等から介護施設等へメール等により報告が可能となったことの連絡を行い、各介

護施設等は被害状況の有無等をシステムで報告します。 

 国・県・市町等はシステムの被災状況集計機能を活用し、被害状況を確認することが可能となり、迅速

で適切な支援に役立てることができます。 

 また、現在は長崎県でのみ入力状況が確認できる状態ですが、今後市町の担当者においても入力状況が

確認できるようになる見込です。 

 

※災害時情報共有システムが運用開始されても、従来の介護施設等から市町への被災状況の報告等が不

要となるわけではありませんので、引き続き、市町へも状況提供をいただきますようお願いいたします。 

※システムが運用できない場合等(停電等によって電子機器が使用できない場合など)においては、電話等

にて、市町、県長寿社会課へ被災状況について、連絡いただきますようお願いいたします。 

 

１ 対象施設について 

（1） 短期入所生活介護事業所 

（2） 特別養護老人ホーム 

（3） 認知症対応型共同生活介護事業所 

（4） 介護老人保健施設 

（5） 介護医療院 

（6） 小規模多機能型居宅介護事業所 

（7） 看護小規模多機能型居宅介護事業所 

（8） 養護老人ホーム 

（9） 軽費老人ホーム 

（10） 生活支援ハウス 

（11） 有料老人ホーム 

（12） サービス付き高齢者向け住宅 

 

２ 災害時情報共有システムへの施設情報の登録等について 

  災害発生時に迅速かつ正確に被災状況等を把握し、適切な支援につなげるため、平時から当該システ

ムに正確な情報を登録しておく必要があります。 

（1） 施設情報の登録等について 

① 介護サービス情報公表制度における報告対象の事業所（※特定施設を除く。上記１(1)～(7)で前

年の介護報酬収入年額 100万円超の事業所） 

・ 情報公表システムの ID（事業所番号）とパスワードにより利用することができます。（別途

Administrator
スタンプ



登録をする必要はありません。） 

② 介護サービス情報公表対象外の介護施設等（上記１（1）～（7）で前年の介護報酬収入年額 100

万円以下の事業所） 

・ 県において、被災確認対象事業所番号（当該システム利用のため施設毎に県で 13桁の任意

の番号を設定）及びパスワードを発行し、市町を経由して通知しています。（※IDは事業所

番号ではありません。） 

③ 養護老人ホーム、軽費老人ホーム、生活支援ハウス、有料老人ホーム、サービス付き高齢者向け

住宅 

・ （介護予防）特定施設入居者生活介護、地域密着型特定施設入居者生活介護の指定の有無に

関わらず、県において、被災確認対象事業所番号及びパスワードを発行し、市町を経由して

通知しています。 

・ なお、有料老人ホームについては「生活関連情報管理システム」に、サービス付き高齢者向

け住宅は「サービス付き高齢者向け住宅情報提供システム」に登録されている情報を活用し

て登録されています。 

  ※ID・パスワードが不明の場合におかれましては、下記メールアドレス宛にその旨、連絡いただきま

すようお願いいたします。 

   問い合わせ先：ide.h0714@pref.nagasaki.lg.jp 

 

（2） 災害時情報共有システムへの登録項目 

・事業所番号 あるいは 被災確認対象事業所番号 

・パスワード 

・事業所名称 

・事業所住所 

・担当者 

・電話番号 

・メールアドレス 

・緊急連絡先（担当者、電話番号、メールアドレス） 

 

※これらの項目は、システム登録上、全て必須項目に設定されています。 

 そのため、メールアドレスを「なし」と回答している施設・事業所等は、仮で任意の英数字を

入力している状況のため、修正が必要です。 

 

（3） 施設情報の更新について 

災害時情報共有システムに登録されている施設情報は最新のものとなっている必要があるため、

修正等がある場合は随時更新を行ってください。 

 

３ 災害時情報共有システムのログイン画面 URL、操作マニュアルについて 

 ・システムログイン画面 URL 

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/houkoku/42/ 

 ・事業所向けマニュアル（被災状況報告編） 

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/houkoku/?action_houkoku_static_help=true 

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/houkoku/?action_houkoku_static_help=true


 

４ 災害発生時の対応について（別紙１「災害発生時のフロー」、及び別紙２「被災状況報告項目」を参

照ください。） 

(1) 国における災害情報の登録 

 ・災害発生時又は台風など災害発生の警戒を要する状況となった場合、厚生労働省は災害時情報共有

システムに介護施設・事業所等の被害情報の報告先となる「災害情報」を登録します。（例：令和〇

年 台風〇号、令和〇年〇月豪雨） 

 ・災害情報登録後、厚生労働省から県宛てに災害情報を登録した旨の連絡がメール等で行われます。 

 

(2) 県・市町による介護施設等に対する連絡 

・県は、速やかに管内の市町・介護施設等に対し、メール等によりシステム上で被害状況の報告が可

能となったことを連絡します。 

 

(3) 介護施設等における被害状況の報告 

・県・市町から連絡を受けた後、介護施設等は被害状況をシステム上で報告します。 

・報告項目のうち、必須項目については全てを選択する必要がありますが、再度報告することが可能

ですので、第一報は迅速性を最優先し、発災時に把握している状況に基づき報告をお願いします。 

・被害が甚大で施設から報告できない場合や、通信手段の途絶等により介護施設・事業所等における

報告が困難な場合には、県・市町や関係団体等による現地確認等を通じて把握した情報に基づき、

代理入力することも可能です。 

 

※従来活用しておりました『被災状況整理票(エクセルデータ)』については、災害時情報共有システ

ムが使用できない(システムの不具合等)際に、使用することが想定されますので、対象施設におか

れましては、基本情報のみ入力し、データを保存しておくようご対応願います。 

 

 



災害時情報共有システム（災害発生時のフロー）災害時情報共有システム（災害発生時のフロー）
システム外の業務

事業所の
システム操作

都道府県・政令指定
都市のシステム操作

国の
システム操作

被災状況入力・提出

被災状況報告の検索・確認

被災状況報告データ出力・集計 被災状況報告データ出力・集計

事業所 国（厚生労働省）

被被災状況報告の検索・確認

災害情報（被災状況の報告先）の
登録

対象都道府県・政令指定都市へ報
告依頼

報告依頼

発災

都道府県・政令指定都市

システム外の方法（電話・メール）
によって事業所へ連絡

システム外の方法（電話・メール）
によって都道府県・政令市へ連絡

（別紙１）



災害時情報共有システム 被災状況報告項目①災害時情報共有システム 被災状況報告項目①

（01）人的被害なし

（02）人的被害あり

　（02-1）負傷者　●●人

　　（02-1-2）重傷者（医療機関への搬送又は受診が必要）●●人　（02-3）軽傷者（医療機関への搬送又は受診が不要）●●人

　（02-2）死亡者　●●人

　（02-3）行方不明者　●●人

（01）被害なし

（02）軽微な被害あり（推定被害80万円未満）

（03）重大な被害あり（推定被害80万円以上）

（01）建物損壊　（01-1）全壊　　　（01-2）大規模半壊　（01-3）半壊　（01-4）一部損壊　（01-5）未定

（02）浸水被害　（02-1）床上浸水　（02-2）床下浸水

（03）雨漏り被害

（04）その他　※複数選択可

記述式 ※建物被害の内容・建物被害があった場所等の詳細 任意入力

（01）避難の必要性なし

（02）避難の必要性あり

　（02-1）避難先の確保が困難

　（02-2）避難先を調整中

　（02-3）避難中

　　（02-3-1）避難先施設の所在市町村　※プルダウン選択式　（●●県　●●市） 任意入力

　　（02-3-2）避難先施設種別　（01）他施設　（02）避難所　（03）病院　（04）その他 任意入力

記述式 　　（02-3-3）避難先施設の名称 任意入力

記述式 （03）避難の状況の詳細 任意入力

（01）支障なし（開所）

（02）支障あり（閉所中）

　（02-1）代替受入先なし・代替受入先調整中

　（02-2）代替受入先あり

　　（02-2-1）代替受入先施設の所在市町村　※プルダウン選択式　（●●県　●●市） 任意入力

記述式 　　（02-2-2）代替受入先施設の名称 任意入力

記述式 （03）開所の状況の詳細 任意入力

選択式 （01）介護職員　（02）その他の職種（※看護師等）　（03）ボランティア　　※複数選択可 任意入力

記述式 ※必要な人数・状況等の詳細 任意入力

入所施設以外

選択式

必須入力※

任意入力

必要な人的支援の状況

選択式 必須入力

被害の内容
選択式 任意入力

避難・開所の状況

入所施設

選択式

必須入力

任意入力

人的被害の状況

選択式 必須入力

入力式 任意入力

建物被害の状況

被害の規模

（別紙２）



災害時情報共有システム 被災状況報告項目②災害時情報共有システム 被災状況報告項目②

（01）停電なし

（02）停電あり

　（02-1）非常用自家発電なし

　（02-2）非常用自家発電あり

　　（02-2-1）燃料が十分ある、もしくは定期的に補充可能

　　（02-2-2）燃料が２～３日分しかなく、その後については燃料確保の見通しなし

　　（02-2-3）今日の確保にも支障がある

（01）支援を要請（高圧）　（02）支援を要請（低圧）　（03）支援を要請（電圧不明）（04）支援不要　 任意入力

　（01-1）支援到着　（01-2）支援未到着 任意入力

　（02-1）支援到着　（02-2）支援未到着 任意入力

（01）断水なし

（02）断水あり

　（02-1）応急給水可能な受水槽・井戸設備なし

　（02-2）応急給水可能な受水槽・井戸設備あり

（01）十分ある、もしくは定期的に補充可能

（02）２～３日分しかなく、その後については確保の見通しなし

（03）本日分の確保にも支障がある

（01）十分ある、もしくは定期的に補充可能

（02）２～３日分しかなく、その後については確保の見通しなし

（03）本日分の確保にも支障がある

（01）使用可能

（02）使用不可

　（02-1）応急対応可能な代替設備なし

　（02-2）応急対応可能な代替設備あり

（01）支援を要請　（02）支援不要 任意入力

　（01-1）支援到着　（01-2）支援未到着 任意入力

（01）供給あり

（02）供給なし

　（02-1）応急可能な代替設備なし

　（02-2）応急可能な代替設備あり

（01）使用可能

（02）使用不可

ガスの状況 選択式

必須入力

任意入力

冷暖房の状況 選択式 必須入力

トイレの状況 選択式

任意入力

任意入力

給水車の支援 選択式

飲料水の状況 選択式 任意入力

生活用水の状況 選択式 任意入力

任意入力

電源車の支援 選択式

水道の状況 選択式

必須入力

任意入力

ライフライン等の状況
及び必要な支援の状況

電気の状況 選択式

必須入力

任意入力



災害時情報共有システム 被災状況報告項目③災害時情報共有システム 被災状況報告項目③

選択式
（01）食料　（02）飲料水　（03）薬　（04）おむつ　（05）衣服　（06）毛布　（07）マスク
（08）消毒液　（09）その他
　※複数選択可

任意入力

記述式 ※支援が必要な物資の内容・数量等の詳細 任意入力

（01）十分ある、もしくは定期的に補充可能

（02）２～３日分しかなく、その後については確保の見通しなし

（03）本日分の確保にも支障がある

（01）十分ある、もしくは定期的に補充可能

（02）２～３日分しかなく、その後については確保の見通しなし

（03）本日分の確保にも支障がある

記述式 ※医療機器等の故障の状況の詳細 任意入力医療機器等の故障の状況

物資の状況

支援が必要な物資

食料の状況 選択式 任意入力

燃料（灯油・ガソ
リン）の状況

選択式 任意入力



災害時情報共有システム 物資の報告災害時情報共有システム 物資の報告



災害時情報共有システム 新型コロナウイルス感染症の施設内感染対策のための自主点検項目災害時情報共有システム 新型コロナウイルス感染症の施設内感染対策のための自主点検項目

チェック ①手指消毒の励行、定期的な換気を行っている 任意入力

チェック ②職員の日々の健康管理を行っている 任意入力

チェック ③入所者の日々の健康管理を行っている 任意入力

チェック ④防護具の着脱方法の確認を行った 任意入力

チェック ⑤清掃などの環境整備を行っている 任意入力

チェック ⑥主な職員が動画「介護職員のためのそうだったのか！感染対策！」等を視聴した 任意入力

チェック ⑦新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA）について職員に周知を行った 任意入力

チェック ⑧在庫量と使用量・必要量を確認した 任意入力

チェック ⑨一定量の備蓄を行っている 任意入力

チェック ⑩感染対策にかかる関係者の連絡先を確認している 任意入力

チェック ⑪個室管理、生活空間の区分けの検討を行った 任意入力

チェック ⑫勤務体制の変更、人員確保の検討を行った 任意入力

チェック ⑬検体採取場所の検討を行った 任意入力

チェック ⑭感染者発生時の対応方針について入所者、家族と共有している 任意入力

チェック ⑮感染者発生時の対応方針について協力医療機関と共有している 任意入力

高齢者施設における施設内感染対
策のための自主点検

１）感染症対応力向上

２）物資の確保

３）関係者の連絡先の確認

４）感染者発生時のシミュレー
ション

５）情報提供


